
智
顕

の

一
即

一
切
義

(
秋

田
)

智

顎

の

一

即

一

切

義

秋

田

光

兆

智
顕
に
お
け
る

一
即

一
切

の
思
想
は
、
「
一
念
三
千
」
、
「
十
界
互
具
」

と
い
う
よ
う
な
教
義
と
共
に
述

べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、

そ
れ
は
端
的
に
い
え
ば
、
後
の
華
厳
教
学
で

云
う
事

々
無
擬
と
か
、
般
若

の
一
心
万
行
の
意
で
あ
る
と
云
わ
れ
、
最

終
的
に
は
円
融
三
諦
に
よ

っ
て

一
即

一
切
の
相
即
の
義
が
成
立
す
る
と

(
1
)

論
じ
ら
れ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
法

の
有
り
方
、

い
わ
ゆ
る
諸
法

(
一
切
法
)
の
有
り
方
を

「
一
即

一
切
」

の
思
想
を
通
し
て
、
自
己
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
有
る
か
を
、
認
識
す
る
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た

い
。す
な
わ
ち
、

一
即

一
切
は
、
心
の
方
面
か
ら
云
山え
ば
、
「
心
、

一
切

を
生
ず
」
と
か

「
心
、

一
切
を
具
す
」
と
、
い
う
ふ
う
に
述
べ
ら
れ
る

が
、
諸
法

の
有
り
方

の
見
方
と
し
て
は
、
ま
ず
三
蔵
に
お
け
る
折
空
観

を
通
し
て
見
れ
ば
、
止
観
三
下
に
明
し
て
、

鹿
細
色
等
従
二無
明
一生
。
無
明
不
レ実
故
鹿
細
皆
仮
。
仮
故
無
常
無
性
即
得
レ

入
レ空
。
又
介
爾
心
起
必
籍
二根
塵
殉
無
レ有
二
一
法
不
二従
レ
縁
生
殉
従
レ縁
生

者
悉
皆
無
常
。
(
(
大
)

46
、
三
二
b
)

と
述
べ
、

一
切

の
法
は
、
無
明
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
縁
よ
り

一

切
法
が
生
ず
る
と
説
き
、
無
明
と
い
う
原
因
よ
り
生
ず
る
相
関
関
係
で

あ
り
、
念
念
に
相
続
し
て
生
ず
る
こ
と
を
明
か
す
が
、

こ
の
様
に
有
る

法
を
実
法
と
見
て
正
折
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
理
を
得
る
と
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
理
は
事
を
離

し
た
所
に
有
る
と
す
る
の
で
あ
り
、

こ
こ
に

は
相
即
関
係
が
有
る
と
は
云
え
な
い
。
次
に
体
空
観
を
明
す
中
、
止
観

三
下
に
、

今
大
乗
体
意
名
実
皆
仮
。
自
相
是
空
本
来
虚
寂
。
響
如
丙鏡
柱
本
自
非
レ柱
。

不
下待
二柱
滅
一方
空
上
即
レ影
是
空
。
不
レ生
不
レ滅
不
レ同
乙実
柱
甲
。
(
(
大
)

46
、

三
二
b
)
。

と
、

一
切
法
を
滅
し
て
真

に
入
る
と
す
る
説
を
否
定
し
、

一
切
の
諸
法

が
そ
の
ま
ま
空
理
と
な
る
こ
と
を
云
う
の
で
あ
り
、

こ
こ
で
は

一
切
が

主
体
者
に
有
る
こ
と
を
い
い
、

一
切
が

一
心
に
具
わ
る
面
を
主
張
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
一
端
の
競
を
観
ず
る
に
、
即
ち
十

八
空
を

具
す
」
と
、
事
に

一
切

の
理
を
具
す
こ
と
を
述
べ
る
。

ま
た
玄
義
二
上
に
、
随
理
の
三
仮
を
明
し
て
、
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二
若
随
理
三
仮
。

一
切
世
間
皆
如
二幻
化
幻
即
レ事
而
真
無
レ有
二
一
事
而
非
真

者
殉
更
待
二何
物
一為
二不
真
一耶
。
望
二彼
三
蔵
一絶
還
不
レ絶
。
即
事
而
真
乃

是
絶
待
。
此
通
教
絶
待
也
。
(
(
大
)

33
、
六
九
六
c
-
六
九
七
a
)

事

の
当
体
と
そ
の
ま
ま
が
真

で
あ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
同
じ

く
思
議
不
生
不
滅

の
十

二
因
縁
を
明
す
中
に
、
「擬
は
虚
空

の
如

く
、

乃
至
、
老
死
も
虚
空

の
如
し
、
無
明
は
幻
化

の
如

く
不
可
得

な
り
。

…
…
凝

は
真
実
を
謂

へ
り
、
智
は
真
に
非
ず
と
知
る
。
無
明
は
六
道

の

(
2
)

依
正
を
幻
出
す
。
」
と
、
事
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
対
象
の
当
所

に
お

い
て
理
に
入
る
と
す
る

一
切
即

一
の
意
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。

以
上
も
、
心
と
の
係
わ
り
を
除
い
て
説
か
れ
る
分
け
で
は
な
い
が
、

こ
と
さ
ら
に
強
く
、

一
切
が
心
よ
り
生
ず
る
と
主
張
す
る
の
が
、
不
思

議
生
滅

の
因
縁
で
あ
り
、
「華
厳
経
に
云
わ
く
、
心
は
工
な

る
画
師

の

如
く
。
種

々
の
五
陰
を
作
る
。

一
切
世
間
の
中
に
、
心
よ
り
造
ら
れ
ず

(
3
)

と

い
う

こ
と
莫

し
。
」

と
、

心

よ
り

一
切

法

が
生

ず

る

こ
と
を

云

う
。

(4
)

さ
ら
に
、
地
論
、
摂
論

の
意
を
用
い
て
、
こ
の
心
が
、
「阿
黎
耶

は

是
れ
真
識

に
し
て

一
切

の
法
を
出
す
。
」
、
或
は
、
「阿
黎
耶

は
是

れ
、

無
没
識
な
り
、
無
記
無
明
に
し
て

一
切
法
を
出
階す
。
」
と
、
通
数

に
空

理
を
体
得

し
た
後
、

心
よ
り

一
切
法
を
生
ず
る
を
、
地
論
で
は

「心
よ

り

一
切
が
生
ず
」
、摂
論
で
は

「無
明
よ
り

一
切
法
が
生
ず
」
と
云
う
と

主
張
す
る
の
が
別
教
の
意
で
あ
る
。

こ
の
意

に
対
し
て
、
止
観
五
上
に
、
地
論

の

「法
性
を
依
持
」
摂
論

の

「阿
黎
耶
を
依
持
」
と
し
、

一
切
法
を

「生
」
「具
」
と
す

る
観

点

か
ら
の
論
究
に
対
し
て
智
顕
は
、

此
爾
師
各
拠
二
一
辺
殉
若
法
性
生
二
一
切
法
一者
。
法
性
非
レ心
非
レ縁
。
非
レ
心

故
而
心
生
一二
切
法
一者
。
非
レ縁
故
亦
応
三縁
生
一二

切
法
幻
何
得
三独
言
二法

性
是
真
妄
依
持
一耶
。
若
言
下法
性
非
二依
持
一黎
耶
是
依
持
加
離
二法
性
一外
別

有
二黎
耶
依
持
殉
則
不
レ関
二法
性
一
。若
法
性
不
レ離
二黎
耶
殉
黎
耶
依
持
即
是

法
性
依
持
。
何
得
三独
言
二黎
耶
是
仮
持
司
(
(
大
)

46
、
五
四
a
-
b
)

と
述
べ
、
不
思
議
生
滅

の
因
縁
に
よ

っ
て
、

一
切
法
が

一
に
具
な
わ
る

と
す
る

「従
仮
入
空
」
と
、

一
か
ら

一
切
法
を
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
る

「従
空
入
仮
」
の
両
面
を
接
し
な
が
ら
も
、
両
師

は

一
辺
に
拠
る
と
、

法
性
、
無
明
の
ど
ち
ら
に
も
片
寄
ら
な
い
こ
と
を
智
顕
は
主
張
し
、
あ

る
状
態
の
心
を
さ
す
こ
と
も
許
さ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
の

「無
明
」
、
「法
性
」
よ
り

一
切
法
が
生

ず
る
と
す
る
こ
と
に
関

(
5
)

し

て
、

止

観

六
下

の
破

法

編

に

お

い

て

さ

ら

に
詳

し
く

論

じ
ら

れ

る

の

で

あ

る
。

す

な

わ

ち
、

一
観
二
無
明

一者
。

空
仮
之
智

与
レ
心
相
応
。

観

二此

二
智

一為
下
従
二
法
性

一生
加

為
下
従
二
無
明

一生
加
為
下
従
二
法
性
無
明
合

一生
加
為

二従
レ
離
生

相
若
従

二法
性

一

法
性
無
生
。

若
従
二
無
明

一無
明
不
実
。

亦

不
レ
関

二中
道

殉
若
合

共

生

則

有

二

二
過

殉
若
従
レ
離
生
則
無
二
因
縁

幻
中
論

云
。

諸
法

不
自

生

云

云
。

如
レ
是

広

破
如

二上
因
成
中
説
。

(
(
大
)
46
、

八
二

a
)

と
述

べ
て
、

一
切

法

の
生

ず

る
原

因

を

「
無

明
」

「
法

性

」

な

ど

に

特

定

す

る

こ
と

を
否

定

す

る

の

で
あ

り
、

あ

る

一
方

に
固

定

し

て

の
考

え

を
破

捨

す

る

こ
と

に

よ

っ
た

理

を

知

れ

ば
、

空

仮

の
智

と
、

心

が
相

応

智
顕

の

一
即

一
切
義

(
秋

田
)
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智
顕

の

一
即

一
切
義

(
秋

田
)

し
て
、
中
道
実
相
を
感
得
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
法
性
を
観
じ
て
、

即
当
三移
レ観
観
二於
法
性
殉
為
レ当
二無
明
心
滅
法
性
心
生
幻
為
レ当
二不
レ滅
法

性
心
生
幻
為
レ当
二亦
滅
不
滅
法
性
心
生
殉
為
レ当
下
非
レ滅
非
二不
滅
一法
性
心

生
加
(
(
大
)

46
、
八
二
b
)

と
、
無
明

の
心
の
滅
、

不
滅
、
亦
滅
亦
不
滅
、

非
滅
非
不
滅

に
し
て
法

性
の
心
の
生
ず
る
の
で
あ
る
か
と
、
以
下
四
句
に
分
別
し
て
、
法
性
と

無
明
と
の
前
後
相
続
し
て
生
滅
す
る
間
に

一
切
法
の
生
ず
る
こ
と
を
認

め
な
い
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
真
修
、
縁
修
に
約
し
て
無
明
を
破
す
と
は
、
横
に
は
、
十

万
の
諸
仏

の
明
に
対
し
て
、
現
在
の
我
に
智
明
無
く
、
竪
に
は
、
将
来

に
盲
冥
を
破
し
て
大
明
を
得
る
に
対
し
、
今
は
智
明
無
く
明
無
き
に
相

い
待
す
る
智
明
を
、

如
レ是
智
明
為
二是
縁
修
殉
為
二是
真
修
↓
真
縁
合
修
。
離
レ真
離
レ縁
。
…
…

釈
レ此
有
二両
家
殉
一
云
。
縁
修
顕
二真
修
幻
二
云
。
縁
修
滅
真
自
顕
。
(
(
大
)

46
、

八
二
b
)

四
句
に
分
別
し
て
示
す
が
、
相
待
し
て
相
依
関
係
に
あ
る
有
り
方
、

縁
修
が
真
修
を
表
わ
す
と
い
う
関
係
を
、

こ
れ
以
下
四
句
に
分
別
し
て

天
台
円
教

の
立
場
か
ら
、
絶
対
的
な
原
因
と
結
果
を
想
定
し
て
い
る
点

を
指
摘
し
て
不
可
と
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
こ
こ
に
否
定
さ
れ
る
教
説

は
別
教
の
所
説
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
不
思
議
生
滅

の
因
縁
を
越
え
た
所

に
、
円
教
の
不
思
議
不
生
不
滅

の
因
縁
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
(
1
)
ある原
因
を
想
定
し
た
も
の
、
(
2
)
次
第
相
続

し
て
あ
る
と
す
る
も

の
、
(
3
)
特
定
の
原
因
と
結
果
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
有
り
方
の
三
点
を
越

え
た
所
に
有
る
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
様
相
と
は
、
先
に
挙
げ
た

「無
明
」
「法

性
」
は
、
心

の
あ
る

状
態
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
は
、
そ

の
よ
う
な
媒
介
的
な

心
の
存
在
を
除
い
た
面
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
考
え
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
正
に
、
止
観
五
上
に
、
「心
は
是
れ

一
切

の
法
、

一
切

の
法

は
是
れ
心
」
(
(
大
)

46
、
五
四
a
)
と
述

べ
る
は
、
そ

の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
止
観

一
下
に
、

次
根
塵
相
封
。

一
念
心
起
即
空
即
仮
即
中
者
。
若
根
若
塵
並
是
法
界
。
並
是

畢
寛
空
。
並
是
如
来
蔵
。
並
是
中
道
。
云
何
即
空
。
並
従
レ縁
生
。
縁
生
即

無
レ主
。
無
主
即
空
。
云
何
即
仮
。
無
主
而
生
即
是
仮
。
云
何
即
中
。
不
レ出
二

法
性
一並
皆
即
中
。
当
レ知
一
念
即
空
即
仮
即
中
。
並
畢
寛
空
。
並
如
来
蔵
。

並
実
相
。
(
(
大
)

46
、
八
c
)

と
述

べ
、
根
塵
相
対
し
て

一
念
が
起
る
と
同
時
に
法
界
で
あ
り
、
畢
意

空
、
如
来
蔵
、
中
道
、
実
相
で
あ
る
と
し
、

一
念
心
と

一
切
法
の
同
時

性
が
強
張
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
相
続
や
、
原
因
と
結
果
の

関
係
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
諦
は
同
時
に
具
わ
り
、

そ

の
三
は
巡
る
様
相
を
示
め
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
理
解
す
れ

ば
、
「根
塵

一
念
の
心
起
る
に
、
根
に
即
ち
八
萬

四
千
の
法
蔵
を
具
す
。

塵
も
亦
た
爾
な
り
、

一
念
の
心
起
る
に
亦

た
、

八
萬

四
千

の
法
蔵

あ

り
。
」
と
、
根

に
も

一
切
法
、
塵
に
も

一
切
法
を
具
す
こ
と
が
明

ら
か
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に
さ
れ
る

の
で
あ
り
、

こ
れ
は
後
の
華
厳
教
学
で
云
う
事
事
無
擬
の
思

想
を
示
め
す
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
天
台
の
云
う

一
即

一
切
と
は
、
媒

介
と
す
る
心
を
無
く
し
、
特
に

一
と

一
切
と
の
同
時
性
を
強
調
す
る
点

に
特
徴
が
あ
り
、

そ
れ
故
、
根
、
塵
に
も

一
切
法
が
有
る
と
す
る
事
事

無
擬
を
示

め
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
凡
夫

の
一
心
に

一
切
法
が
具
わ
る
こ

と
も
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
通
教
に

「無
明
の
体
相
は
本

よ
り
自
ら
有
な
ら
ず
、
妄
想
の
因
縁
和
合
し
て
生
ず
。
」
と
、
事

の
空

な
る
こ
と
を
体
得
し
て
理
を
表
わ
す
こ
と
や
、
別
教
の

「無
明
若
し
破

す
れ
ば
般

若
を
顕
出
し
、
業
破
す
れ
ば
解
脱
を
顕
出
し
、
識
、
名
色
破

す
れ
ば
法

身
を
顕
出
す
。
」
と
主
張
す
る
の
と
は
異
な

り
、
円
教

に
お

(
6
)

け
る
事
・に
即
し
て
理
を
表
わ
す

「事
」
と
は
、

不
思
議
不
生
不
滅
十
二
因
縁
者
。
為
二利
根
人
一即
レ事
顕
レ
理
也
。
(
(
大
)

33
、

七
〇
〇

a
)

と
利
根
人

の
た
め
に
、
事
に
即
し
て
理
を
顕
わ
す
の
で
あ
る
が
、

煩
悩
道

は
、
即
ち
是
れ
菩
提
な
り
。

業
道
に
し
て
、
即
ち
是
れ
解
脱
な
り
。

苦
道
に
し
て
、
苦
は
即
ち
法
身
な
り
。

と
、
事
即
理
の
事
を
指
す
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
無
作
四
諦
の
中
、

即
事
而
中
を
明
し
て
、
「煩
悩
即
ち
菩
提
」
「生
死
即
ち
浬
架
」
(
(
大
)

33
、

七
〇

一
a
)
と
い
わ
れ
る
事
を
指
し
、
ま
た
如
来
が
衆
生

の
苦
を
抜
く

に
、

若
観
未
レ悟
重
起
二慈
悲
一
。此
理
寂
静
而
衆
生
起
レ迷
。
無
明
戯
論
騎
二如
来

蔵
一稠
二煩
悩
林
幻
是
故
起
レ悲
抜
二根
本
重
苦
殉
又
無
明
即
法
性
煩
悩
即
菩

提
。
欲
レ令
二衆
生
即
レ事
而
真
。
法
身
顕
現
一
。是
故
起
レ慈
与
二究
寛
楽
司
(
(
大
)

46
、
一
三
一
a
)

と
述
べ
ら
れ
、
如
来
蔵
を
覆
う
煩
悩
を

「無
明
即
ち
法
性
」
「
煩
悩
即

ち
菩
提
」
と
い
わ
れ
る
事
を
指
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
円
の
事
と

は
理
事
無
擬

の
事
を
い
い
、
そ
の
事
に
即
し
て
理

(真
、
中
)
を
顕
わ
す

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
理
論
上
、
後
の
華
厳
教
学
で
い
う
理
事

無
磯
か
ら
事
事
無
磯
の
世
界

へ
と
進
む
の
と
同
様

な
過
程
を
示
め
す
の

で
あ
る
。

1

参
照

石
津
照
璽
著

『
天
台
実
相
論
の
研
究
』
、
佐
々
木
憲
徳
著

『
天

台
教
学
』
、
日
比
宣
正
著

『唐
代
天
台
学
研
究
』

2

法
華
玄
義
二
下

(大
正
三
三
・
六
九
九
B
-
C
)

3

法
華
玄
義
二
下

(大
正
三
三
・
六
九
九
C
)

4

摩
詞
止
観
五
上

(大
正
四
六
・
五
四
A
)

5

智
顎
の
一
切
法
の
生
じ
方
、
有
り
方
と
い
う
観
点
か
ら
、
新
田
雅
章
氏

「
天
台
教
学
と
縁
起
の
思
想
」
(平
川
彰
博
士
古
稀
記
念
論
集

『仏
教
思

想
の
諸
問
題
』
所
収
)
参
照
。

6

多
田
孝
正
氏

「「即
時
而
真
」
に
つ
い
て
」
(『
天
台
学
報
』
第
十
七
号
)

参
照
。

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

智
顎

の

一
即

一
切
義

(
秋

田
)
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